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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成25年5月16日(2013.5.16)

【公表番号】特表2012-522800(P2012-522800A)
【公表日】平成24年9月27日(2012.9.27)
【年通号数】公開・登録公報2012-039
【出願番号】特願2012-503720(P2012-503720)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ   8/24     (2006.01)
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   Ａ６１Ｋ   8/19     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/20     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ  11/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/362    (2006.01)
【ＦＩ】
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   Ａ６１Ｋ   8/19    　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/20    　　　　
   Ａ６１Ｑ  11/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/362   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年3月28日(2013.3.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有効量の生物活性－生体許容性ガラスおよび脱感作に有効な量のカリウム塩を含み、生
物活性ガラスがリンケイ酸ナトリウムカルシウムである、歯磨組成物。
【請求項２】
　生体許容性－生物活性ガラスが下記の重量％の成分を含む、請求項１に記載の組成物：
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【表１】

【請求項３】
　カリウム塩が、炭酸水素カリウム、クエン酸カリウム、塩化カリウムまたは硝酸カリウ
ムである、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　生物活性－生体適合性ガラスが９０μｍ未満の粒径範囲を有する、請求項１に記載の組
成物。
【請求項５】
　生物活性－生体適合性ガラスが７０μｍ未満の粒径範囲を有する、請求項１に記載の組
成物。
【請求項６】
　生物活性－生体適合性ガラスが５０μｍ未満の粒径範囲を有する、請求項１に記載の組
成物。
【請求項７】
　生物活性－生体適合性ガラスが４０μｍ未満の粒径範囲を有する、請求項１に記載の組
成物。
【請求項８】
　生物活性－生体適合性ガラスが３０μｍ未満の粒径範囲を有する、請求項１に記載の組
成物。
【請求項９】
　生物活性－生体適合性ガラスが２０μｍ未満の粒径範囲を有する、請求項１に記載の組
成物。
【請求項１０】
　カリウム塩が、組成物の全重量を基準として０．１重量％～１０重量％の量で存在する
、請求項１に記載の組成物。
【請求項１１】
　カリウム塩が、組成物の全重量を基準として１重量％～５重量％の量で存在する、請求
項１に記載の組成物。
【請求項１２】
　カリウム塩が、組成物の全重量を基準として２重量％～４重量％の量で存在する、請求
項１に記載の組成物。
【請求項１３】
　カリウム塩が、組成物の全重量を基準として３．７５重量％の量で存在する、請求項１
に記載の組成物。
【請求項１４】
　組成物が練り歯磨、グリセリンゲルまたはマウスウォッシュ中に含有される、請求項１
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に記載の組成物。
【請求項１５】
　生物活性－生体適合性ガラスが象牙質細管を遮蔽するのに有効な量の５μｍ未満の粒子
を含有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項１６】
　生物活性－生体適合性ガラスが象牙質細管を遮蔽するのに有効な量の２μｍ未満の粒子
を含有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項１７】
　さらに１種類以上のフッ化物源を含む、請求項１乃至請求項１６のいずれか１項に記載
の組成物。
【請求項１８】
　さらに１種類以上の抗細菌剤を含む、請求項１乃至請求項１７のいずれか１項に記載の
組成物。
【請求項１９】
　さらに１種類以上の歯石防除剤を含む、請求項１乃至請求項１８のいずれか１項に記載
の組成物。
【請求項２０】
　さらに１種類以上の構造構築剤を含む、請求項１乃至請求項１９のいずれか１項に記載
の組成物。
【請求項２１】
　生物活性－生体適合性ガラスが、組成物の全重量を基準として１重量％～１０重量％の
量で存在する、請求項１に記載の組成物。
【請求項２２】
　生物活性－生体適合性ガラスが、組成物の全重量を基準として３重量％～７重量％の量
で存在する、請求項１に記載の組成物。
【請求項２３】
　生物活性－生体適合性ガラスが、組成物の全重量を基準として５重量％の量で存在する
、請求項１に記載の組成物。
【請求項２４】
　有効量の生物活性－生体許容性ガラスおよび脱感作に有効な量のカリウム塩を含む、歯
牙知覚過敏症を処置するための歯磨組成物であって、生物活性ガラスがリンケイ酸ナトリ
ウムカルシウムであり、１以上の知覚過敏症の歯を該組成物と接触させる、歯磨組成物。
【請求項２５】
　有効量の生物活性－生体許容性ガラスおよび脱感作に有効な量のカリウム塩を含む、象
牙質細管を少なくとも部分的に遮蔽するための歯磨組成物であって、生物活性ガラスがリ
ンケイ酸ナトリウムカルシウムであり、象牙質細管を該組成物と接触させる、歯磨組成物
。
【請求項２６】
　有効量の生物活性－生体許容性ガラスおよび脱感作に有効な量のカリウム塩を含む、齲
歯を予防するための歯磨組成物であって、生物活性ガラスがリンケイ酸ナトリウムカルシ
ウムであり、歯牙構造体を該組成物と接触させる、歯磨組成物。
【請求項２７】
　有効量の生物活性－生体許容性ガラスおよび脱感作に有効な量のカリウム塩を含む、初
期齲食を予防するための歯磨組成物であって、生物活性ガラスがリンケイ酸ナトリウムカ
ルシウムであり、歯牙構造体を該組成物と接触させる、歯磨組成物。
【請求項２８】
　有効量の生物活性－生体許容性ガラスおよび脱感作に有効な量のカリウム塩を含む、エ
ナメル質を再石灰化するための歯磨組成物であって、生物活性ガラスがリンケイ酸ナトリ
ウムカルシウムであり、歯牙構造体を該組成物と接触させる、歯磨組成物。
【請求項２９】
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　有効量の生物活性－生体許容性ガラスおよび脱感作に有効な量のカリウム塩を含む、歯
牙構造体の裂溝を封着するための歯磨組成物であって、生物活性ガラスがリンケイ酸ナト
リウムカルシウムであり、歯牙構造体を該組成物と接触させる、歯磨組成物。
【請求項３０】
　有効量の生物活性－生体許容性ガラスおよび脱感作に有効な量のカリウム塩を含む、歯
牙構造体の小窩を封着するための歯磨組成物であって、生物活性ガラスがリンケイ酸ナト
リウムカルシウムであり、歯牙構造体を該組成物と接触させる、歯磨組成物。
【請求項３１】
　有効量の生物活性－生体許容性ガラスおよび脱感作に有効な量のカリウム塩を含む、歯
牙構造体を裏層するための歯磨組成物であって、生物活性ガラスがリンケイ酸ナトリウム
カルシウムであり、歯牙構造体を該組成物と接触させる、歯磨組成物。
【請求項３２】
　有効量の生物活性－生体許容性ガラスおよび脱感作に有効な量のカリウム塩を含む、歯
髄を覆髄するための歯磨組成物であって、生物活性ガラスがリンケイ酸ナトリウムカルシ
ウムであり、歯牙構造体を該組成物と接触させる、歯磨組成物。
【請求項３３】
　有効量の生物活性－生体許容性ガラスおよび脱感作に有効な量のカリウム塩を含む、歯
周外科処置後の歯牙構造体を処置するための歯磨組成物であって、生物活性ガラスがリン
ケイ酸ナトリウムカルシウムであり、歯牙構造体を該組成物と接触させる、歯磨組成物。
【請求項３４】
　有効量の生物活性－生体許容性ガラスおよび脱感作に有効な量のカリウム塩を含む、齲
歯を治療するための歯磨組成物であって、生物活性ガラスがリンケイ酸ナトリウムカルシ
ウムであり、歯牙構造体を該組成物と接触させる、歯磨組成物。
【請求項３５】
　有効量の生物活性－生体許容性ガラスおよび脱感作に有効な量のカリウム塩を含む、初
期齲食を再石灰化するための歯磨組成物であって、生物活性ガラスがリンケイ酸ナトリウ
ムカルシウムであり、歯牙構造体を該組成物と接触させる、歯磨組成物。
【請求項３６】
　生物活性－生体適合性ガラスが９０μｍ未満のメジアン粒径を有する、請求項１に記載
の組成物。
【請求項３７】
　生物活性－生体適合性ガラスが７０μｍ未満のメジアン粒径を有する、請求項１に記載
の組成物。
【請求項３８】
　生物活性－生体適合性ガラスが５０μｍ未満のメジアン粒径を有する、請求項１に記載
の組成物。
【請求項３９】
　生物活性－生体適合性ガラスが４０μｍ未満のメジアン粒径を有する、請求項１に記載
の組成物。
【請求項４０】
　生物活性－生体適合性ガラスが３０μｍ未満のメジアン粒径を有する、請求項１に記載
の組成物。
【請求項４１】
　生物活性－生体適合性ガラスが２０μｍ未満のメジアン粒径を有する、請求項１に記載
の組成物。


	header
	written-amendment

